
　
建
設
業
界
向
け
の
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
コ
ム
テ
ッ
ク
ス

（
富
山
県
高
岡
市
）
は
、
住

宅
建
設
時
の
仕
様
を
決
め
る

シ
ス
テ
ム「
ｅ
ｇ
ａ
ｋ
ｕ（
エ

ガ
ク
）
」
と
、
施
工
現
場
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
の
「
Ｋ
ｉ
ｚ
ｕ
ｋ
ｕ
（
キ

ズ
ク
）
」
を
組
み
合
わ
せ
て

提
供
を
開
始
し
た
。
両
シ
ス

テ
ム
の
連
携
に
よ
り
、
営
業

・
設
計
部
門
と
施
工
現
場
の

双
方
で
施
主
情
報
や
物
件
情

報
な
ど
の
重
要
情
報
を
管
理

す
る
「
二
重
登
録
」
を
な
く

し
た
。
労
務
が
必
要
以
上
に

発
生
す
る
な
ど
の
課
題
の
解

決
に
つ
な
げ
る
。

　
エ
ガ
ク
は
営
業
・
設
計
部

門
の
担
当
者
の
業
務
改
善
に

つ
な
げ
る
シ
ス
テ
ム
で
、
Ｐ

Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利

用
し
て
施
主
自
身
が
仕
様
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

施
主
と
営
業
・
設
計
の
担
当

者
の
打
ち
合
わ
せ
時
間
が
大

幅
に
減
ら
せ
る
ほ
か
、
認
識

の
齟
齬
（
そ
ご
）
を
な
く
し

業
務
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が

る
。

　
キ
ズ
ク
は
施
工
現
場
を
担

う
職
人
の
業
務
効
率
化
を
図

る
。
各
工
程
の
職
人
間
の
連

絡
や
資
料
共
有
な
ど
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
サ
ポ
ー
ト

し
、
工
程
の
進
捗
状
況
を
共

有
す
る
。
現
場
に
着
い
て
も

工
程
に
遅
れ
が
発
生
し
て
い

て
、
直
ち
に
次
の
作
業
が
で

き
な
い
な
ど
の
時
間
ロ
ス
を

削
減
で
き
る
。

　
こ
の
両
シ
ス
テ
ム
を
連
携

さ
せ
、
施
主
と
営
業
・
設
計

部
門
が
エ
ガ
ク
を
利
用
し
て

決
定
し
た
仕
様
書
や
図
面
な

ど
の
詳
細
情
報
を
キ
ズ
ク
と

の
専
用
フ
ォ
ル
ダ
で
共
有

し
、
現
場
の
職
人
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
。
常
に
最
新
情
報
を

共
有
で
き
る
た
め
情
報
に
変

更
が
あ
っ
た
時
に
も
柔
軟
に

対
応
で
き
る
。

　
営
業
・
設
計
部
門
と
現
場

で
の
情
報
の
「
二
重
登
録
」

で
生
じ
る
問
題
の
一
つ
が
図

面
変
更
。
こ
れ
ま
で
は
営
業

・
設
計
部
門
が
図
面
変
更
な

ど
を
す
る
た
び
に
現
場
へ
連

絡
し
て
お
り
、
情
報
伝
達
に

タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
て
現
場

の
混
乱
を
招
く
こ
と
も
少
な

く
な
か
っ
た
。
今
回
の
連
携

に
よ
り
職
人
は
常
に
最
新
の

情
報
を
キ
ズ
ク
で
確
認
し
な

が
ら
作
業
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
二
重
登
録
の
解
消
は
現
場

監
督
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な

が
る
。
現
場
監
督
は
図
面
変

更
の
際
、
各
現
場
の
職
人
に

図
面
を
渡
す
必
要
が
な
く
な

っ
た
。
調
整
業
務
が
減
っ
て

１
人
当
た
り
の
管
理
棟
数
が

増
加
し
、
人
手
不
足
に
よ
る

少
な
い
人
員
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

同
社
の
竹
脇
正
貴
社
長
は

「
今
後
も
新
規
契
約
を
予
定

し
て
い
る
。
引
き
続
き
両
サ

ー
ビ
ス
併
せ
て
の
提
供
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
近
藤
建
設
（
富
山
市
）
は

４
月
に
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
　
Ｄ

Ｘ
事
業
部
門
会
」を
設
置
し
、

部
署
横
断
組
織
と
し
て
全
社

的
な
課
題
解
決
に
着
手
し

た
。
労
働
環
境
に
お
け
る
問

題
を
洗
い
出
し
、
８
月
に
は

新
た
に
３
つ
の
Ｄ
Ｘ
機
器
を

導
入
す
る
。
各
部
署
間
で
の

連
携
強
化
を
図
り
社
員
の
負

担
軽
減
に
つ
な
げ
る
。

　
導
入
す
る
Ｄ
Ｘ
機
器
の
一

つ
が
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

を
搭
載
し
た
遠
隔
監
視
カ
メ

ラ
だ
。
夜
間
や
休
暇
期
間
中

の
現
場
内
で
不
自
然
な
動
き

を
Ａ
Ｉ
が
察
知
す
る
と
関
係

者
に
連
絡
が
行
く
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
現
場
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
や
状
況
把

握
を
遠
隔
で
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

　
遠
隔
で
の
監
視
体
制
を
と

る
こ
と
で
、
夜
間
や
休
暇
期

間
中
の
現
場
巡
回
を
す
る
社

員
の
時
間
外
労
働
や
休
日
出

勤
を
減
ら
せ
る
。
ま
た
局
所

的
な
降
雪
が
多
い
富
山
県
内

で
は
積
雪
量
を
確
認
す
る
た

め
に
社
員
が
直
接
各
現
場
に

向
か
う
が
、
カ
メ
ラ
導
入
で

遠
隔
に
よ
る
現
場
把
握
が
で

き
、
社
員
の
安
全
確
保
に
も

つ
な
が
る
。

　
同
社
は
７
月
末
に
全
社
員

に
向
け
た
Ｄ
Ｘ
利
用
に
関
す

る
レ
ク
チ
ャ
ー
も
実
施
。
近

藤
裕
世
社
長
は
「
最
適
な
Ｄ

Ｘ
が
何
か
を
探
求
し
て
い

く
。
ま
ず
は
社
員
が
身
近
に

利
便
性
・
効
率
化
を
感
じ
ら

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
Ｄ
Ｘ
化
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

（
藤
本
真
大
）

　
残
業
規
制
が
強
化
さ
れ
る
「
建
設
２
０
２
４
年
問
題
」
を
受
け
、
富
山
県
の
建
設
関
連
業
で
営
業
部
門
と
施
工
現

場
な
ど
各
事
業
部
門
の
連
携
を
深
め
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
導
入
が
相
次
い
で
い
る
。
部
門
間
の
意
思
疎
通
が
十
分

で
な
い
た
め
に
生
じ
る
労
務
負
担
を
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）の
導
入
な
ど
で
軽
減
す
る
。

顧
客
意
向
か
ら
施
工
現
場
の
手
順
ま
で
一
気
通
貫
す
る
仕
組
み
で
人
手
不
足
に
対
応
す
る
。

近藤建設（富山市）は、ＤＸ
化の周知を目的とした会議を
開いた

営業・設計と現場　即時に情報共有


